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研
成
義
塾
と
井
口
喜
源
治
記
念
館 

  

井
口
喜
源
治
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
穂
高
町
に
生
ま
れ
、
穂
高
の

研
成
学
校
支
校
保
等
学
校
（
後
の
東
穂
高
小
学
校
）
に
入
学
。
松
本
中
学
校
か

ら
明
治
法
律
学
校
に
進
む
が
学
業
な
か
ば
で
、
長
野
県
の
小
学
校
の
先
生
と
な

り
、
上
高
井
の
小
布
施
、
松
本
開
智
小
学
校
よ
り
東
穂
高
小
学
校
に
勤
務
。
同

級
生
で
新
宿
に
中
村
屋
を
開
業
し
た
相
馬
愛
蔵
等
の
始
め
た
東
穂
高
禁
酒
会
に

加
わ
り
「
芸
妓
置
屋
設
置
」
に
反
対
運
動
を
続
け
、
排
斥
さ
れ
公
職
を
去
る
。 
 

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）
相
馬
愛
蔵
、
相
馬
安
兵
衛
、
臼
井
喜
代
ら

の
協
力
援
助
を
受
け
て
、
私
塾
「
研
成
義
塾
」
を
設
立
し
た
。 

 

当
時
の
因
襲
に
と
ら
わ
れ
た
農
村
に
あ
っ
て
小
学
校
を
終
え
た
子
女
に
、
研

成
の
精
神
を
い
か
し
た
「
自
由
と
独
立
」
を
基
に
し
た
家
庭
的
な
教
育
を
施
し

て
き
た
。 

 

教
師
は
井
口
一
人
で
英
語
・
数
学
・
漢
文
や
彼
の
信
仰
す
る
キ
リ
ス
ト
教
聖

書
な
ど
を
教
え
た
。
研
成
義
塾
の
目
的
は
「
よ
き
人
」
に
な
る
こ
と
に
あ
り
、

黙
々
と
農
村
の
青
年
の
教
育
に
励
み
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
） 

ま
で
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
三
十
四
年
間
に
、
八
〇
〇
人
近
く
の
教
え
子
を
世
に
送
り
出
し

た
。 

 

井
口
喜
源
治
記
念
館
は
、
教
え
子
た
ち
が
主
に
な
っ
て
井
口
の
没
後
三
十
年

経
っ
た
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）
に
設
立
さ
れ
た
。 

 

こ
の
記
念
館
を
創
立
し
た
い
と
い
う
念
願
の
中
心
は
、
「
井
口
の
書
籍
、
写

真
、
書
簡
、
そ
の
他
研
成
義
塾
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
等
を
永
久
に
保
存
し
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
出
発
し
た
。
井
口
の
薫
陶
を
受
け
た
人
々
の
熱
意
と
努

力
、
そ
し
て
各
方
面
の
有
志
者
の
真
心
と
普
意
の
拠
出
と
が
結
晶
体
と
な
っ
て

達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

『
安
曇
野 

人
間
教
育
の
源
流
』
―
研
成
義
塾
に
学
ぶ
― 

井
口
喜
源
治
記
念
館

刊
よ
り 
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「
井
口
喜
源
治
聖
書
傍
注
」 

  
 

 
 

 
 

 

は
し
が
き 

 

内
村
鑑
三
が
「
信
州
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
」
と
称
揚
し
た
井
口
喜
源
治
（
一
八
七
〇
（
明
３
）
年
～
一
九
三
八
（
昭

和
１
３
）
年
は
、
一
八
九
八
（
明
３
１
）
年
、
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
安
曇
野
の
一
角
に
研
成
義
塾
を
建
て
て
、
若
き

人
び
と
と
共
に
、
神
を
仰
ぎ
、
友
を
信
じ
、
志
大
に
し
、
情
操
を
深
め
、
そ
の
感
化
を
永
遠
に
期
し
て
、
真
実
の

人
格
の
育
成
に
献
身
し
た
偉
丈
夫
で
あ
っ
た
。
斉
藤
茂
・
横
内
三
直
編
『
井
口
喜
源
治
』
（
一
九
五
三
（
昭
２
８
）

年
、
新
版
一
九
七
八
（
昭
５
３
）
年
、
井
口
喜
源
治
記
念
館
刊
お
よ
び
、
南
安
曇
教
育
会
刊
）
は
、
そ
の
面
目
を

伝
え
て
余
す
所
が
な
い
。
井
口
逝
い
て
や
が
て
八
十
年
、
そ
の
精
神
は
今
な
お
、
否
い
よ
い
よ
、
鮮
烈
に
信
州
の
、

日
本
の
教
育
の
行
方
を
照
ら
す
炬
火
で
あ
る
。 

そ
の
井
口
の
働
き
の
源
泉
は
、
聖
書
一
巻
の
う
ち
に
込
め
ら
れ
た
神
の
恵
み
と
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
応
答
の

歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
立
つ
人
間
の
覚
悟
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
井
口
の
心
の
拠
り
所
が
あ
っ
た
。
端
正

な
字
で
遺
愛
の
聖
書
の
余
白
を
埋
め
尽
し
た
傍
注
に
見
ら
れ
る
、
凄
ま
じ
い
ま
で
の
聖
書
と
の
取
り
組
み
の
姿
は
、

こ
ん
に
ち
の
私
た
ち
の
盲
点
を
如
実
に
示
す
と
と
も
に
、
闇
夜
の
光
の
所
在
を
も
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

光
・
そ
の
い
の
ち
は
今
も
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
の
目
と
心
を
開
か
せ
困
難
な
生
活
の
場
・
働

き
の
場
に
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
立
た
せ
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
思
い
を
こ
め
て
、
心
あ
る
友
が
井
口
と
と
も
に
聖
書
に
聴
き
そ
れ
に
生
き
る
べ
く
、
井
口
遺
愛
の
聖
書
傍

注
を
整
理
し
て
公
に
で
き
れ
ば
と
は
私
の
多
年
の
希
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
身
辺
の
事
情
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ

た
私
に
代
わ
っ
て
早
く
か
ら
こ
の
希
い
に
共
感
し
、
進
ん
で
編
集
・
筆
写
の
労
を
三
十
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
下

さ
っ
た
の
は
畏
友
水
野
威
夫
氏
で
あ
る
。
氏
は
長
野
県
で
小
学
校
教
諭
を
務
め
な
が
ら
当
時
山
梨
医
科
大
学
に
勤
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務
し
て
い
た
小
生
の
所
に
内
地
留
学
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
学
び
プ
ラ
ト
ン
や
新
約
聖
書
を
と
も
に
読
み
、
そ
の

後
も
、
本
務
は
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
研
鑽
も
孜
々
と
し
て
励
ん
だ
篤
学
の
士
で
あ
る
。 

そ
の
仕
事
の
詳
細
は
同
氏
の
あ
と
が
き
に
譲
る
が
、
こ
の
す
べ
て
の
背
後
に
は
、
同
氏
を
中
心
と
し
た
幾
多
の

有
難
い
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
こ
れ
を
ワ
ー
ド
化
し
、
一
般
に
読
み
や
す
く
す
る

作
業
に
は
大
山
美
根
子
（
旧
約
）
、
井
出
秀
（
新
約
）
の
お
二
人
の
、
全
体
を
保
管
し
て
広
般
の
利
用
に
供
す
る

に
は
今
井
館
教
友
会
大
山
綱
夫
理
事
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
た
の
、
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
溯

っ
て
こ
の
貴
重
な
聖
書
の
複
写
を
許
さ
れ
た
当
時
の
井
口
記
念
館
長
・
等
々
力
古
吾
朗
氏
を
は
じ
め
歴
代
の
館
長
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
た
の
ご
好
意
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
感
謝
を
捧
げ
、
館
の
ご
清
栄
を
祈
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田 

殖 
     

 



 

4 

 



 

５ 

凡 

例 

 
〇
本
書
は
、
井
口
喜
源
治
が
使
用
し
た
聖
書
（
三
冊
）
へ
の
書
き
込
み
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
聖
書
は
、
井
口
喜
源
治
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
以
下
の
通
り
。 

旧
新
約
聖
書 

発
行
日 

明
治
37
年
3
月
31
日 

新
約
聖
書 

発
行
日 

大
正
6
年
10
月
5
日 

新
約
聖
書 

発
行
日 

大
正
13
年
10
月
1
日 

改
版
発
行 

 

〇
「
聖
書
傍
注
」
と
い
う
名
称
は
、
聖
書
本
文
の
傍
ら
に
書
き
込
ま
れ
た
注
記
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

編
集
は
以
下
の
手
順
で
行
わ
れ
た
。 

有
志
に
よ
り
、
は
じ
め
に
転
記
さ
れ
、
さ
ら
に
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
た
め
に
入
力
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
度
の
編
集
は
、
傍
注
を
読
み
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
こ
と
を
優
先
し
た
。 

そ
の
た
め
、
原
本
の
表
記
を
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。 

さ
ら
に
、
原
本
の
破
損
や
手
書
き
の
た
め
、
判
読
し
き
れ
な
い
が
箇
所
も
あ
っ
た
。 

従
っ
て
、
さ
ら
な
る
研
究
の
場
合
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
原
本
）
で
の
確
認
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

  
 



 

６ 

○
聖
書
引
照
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て 

 
・
井
口
に
よ
る
表
記
方
法
は
、
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
尊
重
し
つ
つ
、
統
一
感
と
判
別
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
表
記
方
法
を
用
い
た
。 

・
書
名
は
、
凡
例
の
通
り
と
し
た
。 

・
口
語
訳
聖
書
で
書
名
が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
、
ル
ビ
を
付
し
た
。 

・
章
は
、
漢
数
字
で
表
記
し
た
。 

・
節
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
横
組
み
と
し
た
。 

・
章
節
の
み
の
表
記
は
、
傍
注
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
書
名
が
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

・
な
お
、
注
の
文
中
の
表
記
は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

創
世
記
一
二
章
三
節 

 

→ 

創
一
二
3 

約
翰
壹
書
四
章
一
八
節 
→ 

約ヨ
ハ

壹
四
18 

 

○
聖
書
本
文
と
語
句
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。 

1
［
全
文
］
○
注
本
文
…
。 

2
［
天
と
地
］
←
注
の
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
該
当
の
語
句
に
傍
点
・
傍
線
な
ど
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

○
そ
の
他 

・
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
、（
□
）（
不
明
）
と
表
記
し
た
。 
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創
世
記 

  
第
一
章 

 

○
愚
な
る
者
は
心
の
中
に
神
無
し
と
云
へ
り
。
彼
等
は
腐
れ
た
り
。
善
を
行
ふ
者
無
し
（
詩
一
四
1
）。 

 1
［
全
文
］ 

○
神 I am

 that I am
 

在
り
て
在
る
者
。
無
窮
の
実
在
者
。 

○
創
造
、
無
き
も
の
を
あ
ら
し
む
。 

○
聖
書
の
始
は
、
神
天
地
を
造
り
給
へ
り
（
旧
約
）
。
主
イ
エ
ス
よ
来
り
た
ま
へ
（
黙
示
録
）
聖
書
の
終
。 

○
自
然
に
出
来
た
の
で
は
な
い
。
無
意
味
に
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
尊
き
法
則
が
あ
る
。 

○
こ
れ
単
に
神
話
で
は
な
い
。 

2
［
地
］
○
直
径
八
千
哩
、
周
囲
二
万
五
千
哩
。 

  
［
神
の
靈
水
の
面
を
覆
た
り
き
］ 

○
流
動 

○
鶏
が
卵
を
い
だ
く
如
く
。 
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4
［
善
と
観
た
ま
へ
り
］
○
満
足
せ
り
。 

5
［
夕
あ
り
朝
あ
り
き
］
○
ユ
ダ
の
一
日
は
日
没
に
始
ま
り
、
日
没
に
い
た
る
。 

11
［
み
づ
か
ら
核
を
も
つ
所
の
果
を
結
ぶ
樹
］ 

○
核
を
其
内
に
も
つ
…
。 

○
高
等
植
物 

14
［
天
の
穹
蒼
に
光
明
あ
り
て
］ 

○
石
炭
時
代
、
蒸
気
、
雲
、
霧
漸
く
晴
れ
て
、
日
月
星
辰
始
て
天
に
現
れ
た
り
。 

○
太
陽
は
地
球
の
百
三
十
万
倍
。 

20
［
水
に
は
生
物
］
○
生
物
、
サ
ン
ゴ
、
ウ
ミ
ユ
リ
等
、
カ
イ
類
、
ク
ラ
ゲ
。 

21
［
動
く
諸
の
生
物
］
○
鱈
一
尾
に
て
四
百
万
粒
の
卵
を
う
む
。
悉
く
生
長
せ
ば
、
一
尾
の
雌
魚
よ
り
二
十
年
に
し
て
地
球
の
重
さ
の
五
百
万
倍
す

る
鱈
を
産
む
べ
し
。 

24
［
昆
蟲
］
○
昆
虫
と
は
一
説
に
四
足
に
歩
く
小
動
物
、
た
と
へ
ば
鼠
な
ど
を
云
へ
り
と
。
爬
虫
類
な
る
べ
し
。 

26
［
我
儕
に
像
て
我
儕
の
像
の
如
く
我
儕
人
を
造
り
］ 

○
人
の
肉
体
は
獣
の
如
く
動
物
的
な
り
と
す
る
も
霊
魂
は
神
的
な
り
。 

○
人
は
元
来
肉
食
動
物
と
し
て
造
ら
れ
た
る
に
非
ず
。
他
の
動
物
も
亦
然
る
が
如
し
。 

○
イ
ザ
ヤ
一
一
7
に
、
獅
子
も
牛
の
如
く
藁
を
食
ひ
云
々
と
あ
り
。 

28
［
生う

め

よ
繁
殖

ふ

え

よ
地
に
満
盁
よ
］
○
世
界
平
均
一
方
哩
三
十
人
、
ベ
ル
ギ
ー
三
百
五
十
人
、
十
倍
。 
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第
二
章 

 
○
第
二
章
は
単
に
第
一
章
の
続
き
に
非
ず
し
て
更
に
之
を
細
説
す
る
也
。
即
ち
主
と
し
て
人
類
の
歴
史
を
説
く
也
。 

 

1
［
成
ぬ
］
○
完
成
せ
り
。 

  
［
衆
群
］
○
衆
群
、
日
月
星
辰
禽
獸
獣
草
木
な
り
。 

3
［
全
文
］ 

○
神
聖
は
聖
別
也
。
神
エ
レ
ミ
ヤ
に
云
ひ
け
る
は
、
我
れ
汝
が
胎
を
出
で
ざ
り
し
先
に
、
汝
を
聖
め
汝
を
立
て
、
萬
国
の
預
言
者
と
な
せ
り
と
。 

○
安
息
は
単
に
休
息
す
る
意
に
非
ず
。
形
而
下
の
創
造
を
了
り
て
、
形
而
上
の
働
き
即
ち
第
二
期
に
入
り
給
へ
る
也
。
イ
エ
ス
曰
く
「
我
父
は

今
に
至
る
ま
で
働
き
給
ふ
。
「
我
も
亦
働
く
也
」
（
約ヨ

ハ

五
17
）
。 

○
宇
宙
完
成
の
紀
念
祝
日
な
り
。
物
質
的
造
化
を
竣
へ
て
心
霊
的
事
業
に
入
れ
る
也
。
神
と
共
に
働
く
は
労
働
に
非
ざ
る
な
り
。 

4
［
エ
ホ
バ
神
］
○
一
章
に
神
を
エ
ロ
ヒ
ム
と
云
ふ
。
力
の
神
也
。
二
章
に
始
め
て
エ
ホ
バ
と
云
ふ
。
恩
恵
の
神
也
。
即
ち
茲
に
始
め
て
人
類
の
歴

史
に
入
る
を
知
る
べ
し
。 

5
［
土
地
を
耕
す
人
な
か
り
け
れ
ば
な
り
］
○
其
成
れ
る
は
三
日
第
三
紀 

7
［
生
氣
を
其
鼻
に
嘘
入
た
ま
へ
り
人
即
ち
生
霊
と
な
り
ぬ
］ 

○
第
六
紀 

○
人
は
動
物
と
異
り
、
萬
物
の
霊
長
た
る
所
は
、
其
吹
入
れ
ら
れ
し
生
気
に
存
す
。 
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8
［
園
］
○
園
は
オ
ア
シ
ス
の
如
し
。 

9
［
美
麗
く
食
ふ
に
善
き
各
種
の
樹
］
○
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ク
リ
、
ク
ル
ミ
、
カ
キ
、
モ
モ
、
ナ
シ
、
ミ
カ
ン 

  
［
生
命
の
樹
］
○
ト
パ
ン
の
木
（
？
） 

  
［
善
意
を
知
の
樹
］
○
誘
惑
の
木
、
戒
の
木
、
人
の
善
悪
知
の
木 

10
［
河
エ
デ
ン
］
○
ア
ッ
シ
リ
ヤ
語
平
原 

12
［
ブ
ド
ラ
ク
］
○
ゴ
ム
の
一
種 

13
［
ク
シ
］
○
ナ
イ
ル
河
の
上
流 

14
［
ヒ
デ
ケ
ル
］
○
チ
グ
リ
ス 

15
［
埋
め
］
○
埋
め
、
整
理
、
守
り
、
保
存
。
人
類
世
界
に
住
む
に
方
り
神
に
対
す
る
義
務
ま
た
然
り
。 

16
［
全
文
］
○
人
は
自
由
な
り
と
云
ふ
。
然
れ
ど
も
絶
対
に
自
由
な
る
も
の
に
非
ず
。
神
の
命
に
背
き
て
絶
対
の
自
由
を
求
む
る
時
に
、
人
は
堕
落

に
陥
る
也
。 

19
［
ア
ダ
ム
］
○
ア
ダ
ム
と
は
土
の
意
也
。
即
ち
前
の
人
と
同
語
也
。
希
臘

ギ
リ
シ
ャ

語
に
て
は
、
人
と
は
上
を
仰
ぎ
見
る
者
の
意
。
英
語
の
マ
ン
は
思
考

あ
る
者
の
意
也
と
云
ふ
。 

  
［
名
く
］
○
名な

づ

く
る
と
は
解
説
す
る
の
意
。
彼
を
し
て
天
然
を
学
ば
し
む
る
也
。
天
然
は
人
の
善
き
友
な
れ
ど
も
、
我
等
の
心
を
會
得
す
る
同
情

者
に
は
非
ず
。 

21
［
全
文
］
○
ヘ
ブ
ル
語
に
て
は
男
を ish 

と
云
ふ
。
之
を
女
性
的
と
せ
る ishah 
也
。
神
は
ア
ダ
ム
に
イ
サ
ク
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
て
之
を

眠
ら
し
め
幻
影
の
う
ち
に
其
相
愛
り
相
寄
る
べ
き
真
理
を
知
ら
し
め
た
ま
ひ
し
な
ら
ん
。 
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22
［
全
文
］
○
何
物
か
人
体
に
ま
さ
り
て
優
美
な
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
汚
れ
た
る
考
え
を
以
て
見
る
時
に
、
清
き
者
も
汚
れ
を
感
ず
る
也
。
色
眼
鏡

の
如
し
羞
恥
の
念
は
罪
を
犯
し
て
よ
り
後
に
（
□
）
し
た
る
も
の
な
り
。
先
ず
（
□
）
を
き
よ
む
べ
き
也
。 

24
［
二
人
一
体
と
な
る
べ
し
］
○
二
人
一
体
と
な
ら
ん
と
欲
す
る
。 
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第
三
章 

 
○
神
に
よ
ら
ず
し
て
己
の
知
恵
を
以
て
善
悪
を
判
断
せ
ん
と
す
。
而
し
て
其
事
が
如
何
に
も
誇
る
べ
き
善
き
こ
と
の
如
く
見
ゆ
（
六
節
）
。 

○
エ
レ
ミ
ヤ
記
二
13
、
我
民
は
二
つ
の
悪
事
を
な
せ
り
。
即
ち
活
け
る
水
の
源
な
る
我
を
す
て
、
自
ら
水
溜
を
掘
れ
り
。
即
ち
や
ぶ
れ
た
る
水

留
に
し
て
、
水
を
持
た
ざ
る
も
の
な
り
。
こ
れ
す
べ
て
の
悪
事
の
根
源
な
り
。 

 6
［
全
文
］ 

○
女
子
は
男
子
よ
り
も
誘
惑
に
陥
り
易
し
。
是
れ
虚
栄
を
愛
す
る
に
よ
る
か
、
又
理
を
の
ち
に
し
て
感
情
を
先
に
す
る
に
依
る
。 

○
女
子
は
虚
栄
を
満
足
せ
ん
と
し
、
男
子
は
其
愛
に
溺
れ
て
一
家
滅
亡
に
陥
る
例
多
し
。
悪
魔
は
此
弱
点
に
乗
じ
て
女
を
惑
は
し
た
り
。 

7
［
全
文
］
○
目
開
け
て
と
は
、
其
考
え
が
忽
ち
変
り
た
る
な
り
。
潔
き
人
に
は
凡
て
の
物
潔
し
。
心
に
主
た
る
神
を
捨
て
、
人
は
神
聖
な
る
べ
き

身
体
に
つ
き
て
愧
る
に
至
る
。 

8
［
全
文
］ 

○
愛
す
べ
き
神
は
、
罪
を
犯
し
て
よ
り
恐
る
べ
き
も
の
と
な
れ
り
。
世
に
神
無
し
と
云
ふ
は
、
自
己
の
罪
の
現
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
て
な
り
。
凡

て
悪
を
な
す
者
は
光
を
に
く
み
、
其
行
の
と
が
め
ら
れ
ざ
ら
ん
が
為
に
光
に
き
た
ら
ず
（
約ヨ

ハ

三
19
）
。 

○
静
な
る
時
、
良
心
覚
醒
す
。 

10
［
全
文
］ 

○
あ
り
の
ま
ま
は
心
の
美
な
る
し
る
し
。
修
飾
は
常
に
堕
落
の
徴
也
。 
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○
汝
何
故
裸
な
る
を
口
実
と
し
て
わ
が
前
を
さ
け
ん
と
す
る
や
。 

12
［
全
文
］
○
汝
は
我
命
に
叛
き
し
者
に
非
ず
や
。
神
に
心
中
を
看
破
さ
れ
し
ア
ダ
ム
は
、
自
己
の
罪
を
他
に
嫁
せ
ん
と
せ
り
。
世
に
罪
を
他
人
に

負
は
し
め
て
、
自
身
潔
白
を
装
ふ
事
多
し
。
妻
は
ま
た
罪
を
蛇
に
帰
せ
り
。 

15
［
全
文
］ 

○
女
の
胎
に
宿
り
し
者
終
に
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
に
於
て
サ
タ
ン
に
勝
て
り
。
人
類
救
済
の
約
束
は
此
に
始
れ
り
。
然
れ
ど
も
其
勝
利
の
実
の
擧
る

ま
で
、
人
類
は
其
犯
せ
し
罪
の
為
苦
し
ま
ざ
る
を
得
ず
。 

○
神
の
命
を
信
じ
、
劣
っ
た
信
を
は
な
れ
た
る
と
き
、
愛
と
望
は
与
へ
ら
れ
た
。 
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第
四
章 

 
○
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
と
は
其
誠
意
を
異
に
せ
り
。
人
は
す
べ
て
の
物
を
よ
り
受
く
る
も
の
な
れ
ば
最
も
善
き
物
を
献
る
べ
き
に
、
大
抵
カ
イ
ン

と
同
じ
く
餘
り
物
を
献
ぐ
を
常
と
す
。
神
の
喜
び
給
ふ
は
謙
り
た
る
魂
な
り
。 

○
詩
五
〇
17
、
自
ら
省
み
ず
し
て
神
を
う
ら
み
弟
を
嫉
め
り
。 

 1
［
カ
イ
ン
］
○
カ
イ
ン
と
は
賜
物
の
義
な
り
。
彼
に
感
想
の
念
存
せ
り
。 

2
［
ア
ベ
ル
］
○
ア
ベ
ル
と
は
、
疲
労
の
義
也
。
ア
ベ
ル
は
寡
欲
の
人
。
カ
イ
ン
は
多
欲
野
心
の
人
な
り
き
。 

3
［
全
文
］
○
供
物
は
感
恩
の
記
念
な
り
。
人
に
最
も
必
要
な
る
は
酬
恩
の
念
也
。
世
に
無
益
な
る
も
の
と
て
感
謝
の
念
を
伴
は
ざ
る
供
物
の
如
き

は
無
し
。
義
務
的
慈
善
の
如
き
皆
カ
イ
ン
の
供
物
也
。 

6
［
面
を
ふ
す
る
］
○
失
望 

7
［
全
文
］
○
怒
る
勿
れ
、
悪
を
な
さ
ざ
れ
ば
足
る
。
善
を
な
さ
ざ
れ
ば
罪
悪
起
り
来
る
。
聖
書
は
始
め
よ
り
積
極
的
道
徳
を
教
ふ
る
書
な
り
。 

  
［
舉あ

ぐ

る
］
○
面
を 

8
［
全
文
］ 

○
カ
イ
ン
は
終
に
神
の
聖
諭
を
さ
と
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
。 

○
ア
ベ
ル
の
清
浄
に
対
し
て
汚
濁
に
（
□
）
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
カ
イ
ン
、
義
人
迫
害
者
の
祖
先
な
り
。
神
は
カ
イ
ン
を
し
て
其
罪
悪
を
自

白
せ
し
め
て
之
を
赦
さ
ん
と
せ
り
。
彼
は
慈
み
（
□
）
と
さ
と
（
□
）
殺
す
（
□
）
ぐ
に
偽
証
（
□
）
な
り
。
彼
は
全
く
の
個
人
主
義
也
。
社
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会
の
根
底
を
破
る
者
也
。 

10
［
汝
の
弟
の
血
の
聲
地
よ
り
我
に
叫
べ
り
］
○
血
痕
歴
然
と
し
て
声
あ
る
が
如
し
。
確
証
を
如
何
せ
ん
。 

12
［
全
文
］
○
神
よ
り
の
ろ
わ
れ
、
又
地
よ
り
の
ろ
わ
れ
た
り
。
彼
に
喜
び
と
満
足
と
な
く
憂
愁
を
食
ひ
て
さ
す
ら
い
び
と
と
な
る
べ
し
。 

13
［
全
文
］
○
カ
イ
ン
は
真
に
く
い
改
め
し
に
非
ず
。
只
恐
怖
し
て
減
刑
を
乞
ひ
、
且
つ
物
質
の
損
（
不
明
）
人
を
殺
し
て
己
れ
の
殺
さ
る
る
こ
と

を
恐
れ
た
。 

16
［
全
文
］
○
神
の
善
人
は
殺
さ
れ
て
、
地
は
遂
に
悪
人
の
有
に
帰
せ
り
。
地
上
に
於
け
る
悪
人
の
跋
扈
は
今
日
に
始
ま
る
に
非
ず
。
悪
人
の
為
に

処
を
儲
く
る
（
不
明
）
。
良
き
処
を
備
へ
給
は
ざ
ら
ん
や
。 

  
［
ノ
ド
］
○
ノ
ド
は
追
放
の
義
な
り
。
一
説
に
支
那
人
。 

17
［
全
文
］
○
邑
は
殺
人
者
の
建
て
た
る
も
の
な
り
。
都
邑
は
罪
悪
の
枢
府
也
。
其
処
に
住
め
る
者
の
挙
動
の
優
美
な
る
を
以
て
貴
し
と
思
ふ
べ
か

ら
ず
。
天
然
を
去
る
こ
と
（
□
）
遠
く
、
俗
智
の
み
長
じ
、
誠
実
に
代
ふ
る
に
虚
靈
礼
を
以
て
天
真
な
る
を
野
蛮
と
称
せ
り
人
の
造
り
し
習
慣

を
以
て
、
神
の
造
り
し
天
然
の
法
則
に
代
ふ
る
者
な
り
。
多
妻
も
亦
罪
人
の
裔
に
よ
り
て
始
め
ら
れ
た
り
。
妻
妾
を
蓄
ふ
も
の
は
、
多
く
の
人

を
殺
す
も
の
な
り
。
軍
人
程
古
来
多
の
妻
女
を
畜
ふ
る
も
の
無
き
を
思
ふ
べ
し
。 

19
［
ア
ダ
］
○
か
ざ
り 

  
［
チ
ラ
］
○
か
げ 

20
［
ユ
バ
ル
］
○
後
の
ベ
ド
イ
ン
族
な
り
て
、
旅
人
の
掠
奪
に
従
ひ
し
者
は
こ
の
徒
な
ら
ん
。
（
以
下
、
不
明
） 

21
［
全
文
］
○
美
術
勝
つ
の
時
は
信
仰
の
衰
ふ
る
時
也
。
エ
レ
ミ
ヤ
、
コ
ロ
ン
ウ
エ
ル
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
皆
美
術
を
排
斥
せ
り
。 

22
［
全
文
］
○
殺
人
は
容
易
な
る
業
と
な
れ
り
。 
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［
ナ
ア
マ
］
○
愛
嬌 

23
［
全
文
］
○
最
初
の
詩
歌
、
レ
メ
ク
の
ツ
ル
ギ
の
う
た
。 

25
［
セ
ツ
］
○
代
用 

26
［
此
時
人
々
エ
ホ
バ
の
名
を
呼
こ
と
を
は
じ
め
た
り
］
○
最
初
の
信
仰
復
活 
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馬
太
傅
福
音
書 

 

明
治
版
（
元
訳
） 

  

第
一
章 

 1
［
ア
ブ
ラ
ハ
ム
］
○
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
キ
リ
ス
ト
よ
り
二
千
年
以
前
、
洪
水
後
凡

お
よ
そ

三
百
年
、
カ
ル
デ
ヤ
の
ウ
ル
に
生
ま
れ
…
百
才
の
時
、
其
妻

サ
ラ
九
十
才
の
時
、
イ
サ
ク
を
生
め
り
。
百
七
十
才
に
て
死
し
、
マ
ク
ペ
ラ
の
洞
に
葬
ら
れ
た
り
。 

  
［
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
裔
な
る
］
○
裔こ

に
し
て 

3
［
パ
レ
ス
］
○
ペ
レ
ズ 

  
［
ザ
ラ
］
○
ゼ
ラ 

5
［
ル
ツ
］
○
ル
ツ
は
モ
ア
ブ
人
な
り
。 

  
［
ラ
ハ
ブ
］
○
ラ
ハ
ブ
は
エ
リ
コ
城
市
の
娼
婦
な
り
。 

6
［
ウ
リ
ヤ
の
妻
］
○
バ
テ
シ
バ 

7
～
16
［
全
文
］
○
ソ
ロ
モ
ン
よ
り
エ
ホ
ヤ
キ
ン
に
至
る
ま
で
十
四
代
は
悉
く
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
で
あ
っ
た
。 

ア
ビ
ヤ
、
ア
サ
、
ヨ
サ
パ
テ
、
ウ
ッ
ズ
ヤ
、
ヨ
タ
ム
で
あ
っ
た
。
其
他
は
悉
く
悪
し
き
王
で
あ
っ
た
。
積
悪
の
結
果
国
亡
び
、
民
は

徒
あ
ゆ
み
ゆ
か

さ
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れ
、
七
十
年
間
バ
ビ
ロ
ン
河
の
の
畔
に
懺
悔
さ
れ
、
涙
を
流
し
た
。
エ
ホ
ヤ
キ
ン
囚
わ
れ
て
バ
ビ
ロ
ン
に
連
れ
ゆ
か
れ
、
其
王
の
臣
下
と
な
り

て
よ
り
、
十
四
代
の
孫
に
あ
た
る
ヨ
セ
フ
は
、
ナ
ザ
レ
よ
り
何
の
良
き
も
の
出
で
ん
や
と
云
わ
れ
し
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ
の
貧
し
き
大
工
で

あ
っ
た
。
ダ
ビ
デ
の
家
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
）
の
家
が
衰
落
の
極
に
達
し
た
る
時
に
、
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
。 

リ
ン
コ
ル
ン
曰
く
「
神
は
特
別
に
平
民
を
愛
し
給
ふ
」
と
。 

7
～
11
［
全
文
］ 

○
善
王
七
人
→
ソ
ロ
モ
ン
、
ア
サ
、
ヨ
サ
パ
テ
、
ウ
ッ
ズ
ヤ
、
ヨ
タ
ム
、
ヘ
ゼ
キ
ヤ
、
ヨ
シ
ア 

○
悪
王
七
人
→
レ
ハ
ベ
ア
ム
、
ア
ビ
ア
、
ヨ
ラ
ム
、
ア
カ
ズ
、
マ
ナ
セ
、
ア
モ
ン
、
エ
ホ
ヤ
キ
ン 
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第
二
章 

 
○
偽
の
王
と
眞
の
王
。
ヘ
ロ
デ
は
エ
ド
ム
人
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ム
人
と
云
ふ
は
、
イ
サ
ク
の
子
エ
サ
ウ
の
子
孫
で
あ
る
。
博
士
の
原
語

MAGI

は
彼
斯

ペ
ル
シ
ャ

の
占
星
学
者
の
称
で
あ
る
。 

 3
［
全
文
］
○
ヘ
ロ
デ
王
之
を
聞
き
て
痛
む
は
、
驚
倒
す
る
意
な
り
。
何
故
エ
ル
サ
レ
ム
の
民
は
其
音
信
を
聞
き
て
喜
ば
ず
、
却
っ
て
驚
き
震
へ
し

か
と
云
ふ
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
神
の
子
を
迎
ふ
る
準
備
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
主
が
再
臨
し
給
は
ば
如
何
。
喜
ぶ
者
多
き
か
、
戦
慄
す

も
者
多
き
か
。
ヘ
ロ
デ
は
ロ
ー
マ
人
の
後
援
を
得
て
僅
か
に
王
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
時
の
祭
司
、
学
者
、
長
老
は
此
偽
王
に
諂

へ
つ
ら

ひ

て
、
眞
の
王
の
徳
す
る
こ
と
な
く
、
異
邦
人
は
却
っ
て
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
尋
ね
来
り
て
、
礼
物
を
捧
ぐ
。
イ
エ
ス
は
生
ま
れ
た
る
初
め
よ
り
其
國

人
に
歓
迎
せ
ら
れ
ざ
り
き
。 

5
［
預
言
者
］
○
米
迦

ミ

カ

は
前
凡
八
百
年
、
イ
ザ
ヤ
と
同
時
代
の
預
言
者
な
り
。 

15
［
預
言
者
］
○
何
西
亜

ホ

セ

ア

も
亦
イ
ザ
ヤ
、
ミ
カ
と
殆
ど
同
時
代
の
預
言
者
な
り
。 

17
［
エ
レ
ミ
ア
］
○
エ
レ
ミ
ア
は
紀
元
前
六
百
年
頃
の
人
。 

18
［
ラ
マ
］
○
ラ
マ
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
北
方
二
里
に
在
り
。 

  
［
ラ
ケ
ル
］［
其
児
子
］［
無
に
よ
り
て
］ 

○
ラ
ケ
ル
は
ヤ
コ
ブ
の
妻
に
し
て
紀
元
前
約
二
千
年
の
人
。 

○
ラ
ケ
ル
の
子
供
と
は
、
そ
の
子
孫
の
意
に
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
云
ふ
。 



マタイ傳福音書（明治版） 

 

20 

○
エ
レ
ミ
ヤ
の
時
代
に
バ
ビ
ロ
ン
人
攻
め
入
り
て
、
之
を
と
り
こ
に
し
て
本
国
に
送
れ
り
。
無
き
に
よ
り
て
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
国
が
空
白
地
に
な

り
し
な
り
。
此
預
言
は
直
接
に
イ
エ
ス
に
関
せ
る
に
非
ず
、
バ
ビ
ロ
ン
王
は
捕
虜
を
ラ
マ
に
集
め
て
バ
ビ
ロ
ン
に
送
れ
り
。
ラ
ケ
ル
の
墓
は
、

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
近
く
に
在
り
。 

23
［
ナ
ザ
レ
］
○
ナ
ザ
レ
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
南
に
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
東
北
三
十
里
に
在
り
。 
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第
三
章 

 4
［
駱
駝
の
毛
衣
］
○
毛
を
以
て
織
り
た
る 

7
～
12
［
全
文
］ 

○
ヨ
ハ
ネ
が
パ
リ
サ
イ
人
と
サ
ド
カ
イ
人
を
罵
り
し
は
、
両
者
共
に
欠
点
あ
り
し
が
、
自
ら
そ
れ
を
悟
ら
せ
、
謙
遜
の
態
度
を
以
て
来
ら
ざ
り

し
故
な
り
。
パ
リ
サ
イ
の
徒
よ
、
我
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
形
式
な
り
と
思
ふ
勿
れ
。
サ
ド
カ
イ
の
徒
よ
、
我
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
此
世
的
、
政
治
的

の
も
の
と
思
ふ
勿
れ
。
バ
プ
テ
ス
マ
は
眞
に
悔
改
め
な
り
。
眞
に
悔
改
め
た
ら
ば
、
其
実
を
示
せ
。 

○
パ
リ
サ
イ
派
は
、
保
守
主
義
を
と
り
て
、
国
粋
保
存
を
主
張
し
、
サ
ド
カ
イ
派
は
進
歩
主
義
を
と
り
て
、
外
国
思
想
（
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ

文
明
）
の
誘
入
を
主
唱
し
た
る
が
、
パ
リ
サ
イ
派
は
精
神
を
忘
れ
て
形
式
に
流
れ
、
サ
ド
カ
イ
派
は
、
此
世
に
重
き
を
置
き
、
政
治
を
主
と
し
、

貴
族
的
華
美
、
驕
奢
に
流
れ
、
人
間
の
甦
り
、
霊
魂
の
不
滅
を
否
定
せ
り
。 

  
［
蝮
の
裔
よ
］
○
蝮
の
裔
よ
と
は
、
偽
善
者
よ
也
。 

11
［
全
文
］
○
ヨ
ハ
ネ
の
天
職
は
如
何
。
イ
エ
ス
を
天
下
に
紹
介
す
る
に
あ
り
き
。 

13
～
17
［
全
文
］
○
ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
の
来
た
り
た
る
に
驚
け
り
。
そ
は
、
イ
エ
ス
は
罪
無
く
、
全
く
聖
き
も
の
な
れ
ば
な
り
。
罪
無
く
し
て
、

悔
改
め
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
ん
と
す
。
ヨ
ハ
ネ
驚
け
る
こ
と
宜
な
り
。
イ
エ
ス
は
何
故
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
し
か
。
イ
エ
ス
は
罪
人
の
友

な
る
べ
く
任
ぜ
り
。
彼
の
最
後
は
、
罪
無
く
し
て
十
字
架
に
か
か
り
、
彼
の
始
め
は
罪
無
く
し
て
罪
人
の
中
に
交
わ
り
た
り
。
彼
は
絶
対
に
謙

遜
な
り
き
。
神
が
愛
子
と
云
ひ
、
精
霊
鳩
の
如
く
下
れ
る
こ
と
理
な
り
と
云
う
べ
し
。
我
等
も
傲
然
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、
罪
人
の
友
、
弱
者
の

友
と
な
ら
ば
、
神
は
必
ず
、
我
等
を
祝
し
給
ふ
べ
し
。 
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第
四
章 

 12
［
全
文
］
○
ヨ
ハ
ネ
は
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
事
に
つ
き
て
、
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
パ
ス
の
事
を
い
さ
め
、
獄
に
投
ぜ
ら
れ
、
後
殺
さ
れ
た
り
。
ヨ
ハ
ネ
を
捕

へ
た
る
は
、
イ
エ
ス
の
生
ま
れ
た
る
時
、
之
を
殺
さ
ん
と
せ
る
ヘ
ロ
デ
大
王
の
第
二
子
な
り
。
後
年
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
す
す
め
に
よ
り
、
王
の
称
を

得
ん
と
し
、
ロ
ー
マ
に
至
り
た
る
に
、
却
て
罪
を
得
て
、
リ
オ
ン
に
追
放
せ
ら
れ
た
り
。 

13
［
全
文
］
○
ヤ
コ
ブ
の
子
ゼ
ブ
ル
ン
の
子
孫
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
北
に
住
み
、
ナ
フ
タ
リ
の
子
孫
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
南
に
住
め
り
。 

  
［
カ
ペ
ナ
ウ
ン
］
○
湖
の
西
北 

17
［
全
文
］ 

○
時
に
年
三
十 

○
イ
エ
ス
の
選
び
た
る
弟
子
は
、
学
者
に
も
あ
ら
ず
、
富
者
に
も
あ
ら
ず
、
中
流
階
級
の
労
働
者
な
り
き
。
此
中
流
の
人
が
國
家
の
中
堅
な
り
。 

24
［
ス
リ
ヤ
］
○
地
中
海
の
東
に
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
東
北
に
あ
た
る
。 

25
［
デ
カ
ポ
リ
ス
］
○
デ
カ
は
十
、
ポ
リ
ス
は
邑ま

ち

、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
東
南
を
云
ふ
。 
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第
五
章 

 
○
山
上
の
垂
訓
は
、
主
の
祈
祷
を
布
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 17
［
全
文
］ 

○
律
法
と
預
言
者
と
は
、
旧
約
全
書
全
体
で
あ
る
。 

○
成
就
と
は
、
旧
約
の
書
物
を
精
神
的
に
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

19
［
全
文
］
○
教
へ
の
小
な
る
も
の
に
注
意
を
怠
る
べ
か
ら
ず
。
聖
書
に
叶
は
せ
ん
為
な
り
と
所
所
に
あ
る
は
、
旧
約
を
成
就
す
る
意
で
あ
る
。 

41
［
全
文
］
○
当
時
ロ
ー
マ
の
兵
士
は
誰
人
を
も
捉
へ
て
、
一
リ
ー
グ
、
凡
一
里
限
り
己
れ
の
荷
を
負
は
し
む
る
権
を
有
し
た
。
故
に
人
々
兵
士
を

い
と
ひ
、
其
か
げ
を
望
め
ば
、
即
ち
逃
げ
か
く
れ
た
。 
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第
六
章 

 21
［
全
文
］
○
宝
に
束
縛
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
れ
る
さ
れ
ぬ
は
、
宝
の
多
少
に
は
な
い
。
心
の
持
ち
方
に
あ
る
。 

22
［
全
文
］
○
身
の
燈
は
目
也
。
眞
理
を
悟
り
、
神
を
信
ず
。
霊
の
眼
な
り
。
目
の
悪
い
人
は
、
体
中
暗
く
覚
え
ら
れ
る
。 

23
［
全
文
］
○
全
身
暗
か
る
べ
し
と
は
、
暗
黒
を
以
て
充
つ
べ
し
で
あ
る
。
霊
の
眼
の
暗
き
は
、
肉
の
目
の
暗
き
よ
り
遙
か
に
不
幸
也
。
光
の
神
を

内
に
宿
さ
ざ
る
為
な
り
。
外
の
目
の
明
か
な
る
が
如
く
、
内
の
目
も
明
ら
か
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。 

24
［
全
文
］ 

○
神
に
対
し
て
誠
実
、
人
に
対
し
て
親
切
、
其
單
純
に
し
て
、
専
心
神
に
向
か
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

○
ロ
ト
の
妻
、
名
利
も
権
勢
も
後
ま
わ
し
に
し
て
「
財
は
財
神
」。
只
、
神
の
御
旨
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

○
与
え
た
ま
ふ
も
の
に
満
足
し
、
人
を
う
ら
や
む
な
！ 

25
［
全
文
］
○
「
欲
深
き
人
の
心
と
降
る
雪
は
、
積
も
る
に
つ
れ
て
道
を
忘
る
」。 

金
銭
も
神
よ
り
の
預
り
物
と
思
ひ
、
善
き
こ
と
の
為
に
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

人
は
食
ふ
為
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
生
き
る
為
に
食
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
其
生
き
る
の
は
、
神
に
奉
仕
す
る
為
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。
此
根
本
本
義
を
知
り
て
、
人
間
の
本
分
を
行
ふ
者
を
、
神
が
飢
し
め
給
ふ
道
理
が
無
い
。
神
に
信
頼
し
て
其
本
分
を
尽
せ
。 

煩
悶
（
生
活
）
す
る
な
。 

33
［
全
文
］
○
た
と
へ
巨
万
の
富
を
つ
か
む
と
も
、
神
の
わ
か
ら
ぬ
者
は
、
眞
の
安
心
、
眞
の
喜
び
な
く
、
霊
的
の
盲
者
で
あ
る
。
而
し
て
霊
の
眼

は
如
何
に
し
て
開
く
か
。
イ
エ
ス
に
接
す
る
に
あ
る
。 
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イ
エ
ス
は
光
で
あ
る
。
其
光
に
接
し
て
始
め
て
、
自
分
の
眼
が
開
く
の
で
あ
る
。 

他
の
動
物
に
か
か
る
こ
と
の
あ
る
べ
き
筈
が
な
い
か
ら
と
人
生
観
は
一
変
す
る
。
不
平
は
去
る
。
平
和
が
来
る
。 

一
た
び
霊
眼
を
開
か
れ
、
再
び
曇
ら
ざ
る
よ
う
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

34
［
全
文
］ 

○
富
の
奴
隷
と
な
る
こ
と
な
く
、
悪
に
誘
は
る
る
こ
と
な
く
、
神
に
奉
仕
す
る
に
は
相
当
の
苦
労
が
い
る
。
従
っ
て
克
己
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

取
越
苦
労
を
し
て
、
今
日
の
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
に
よ
り
て
、
其
義
を
全
て
の
信
者
に
給
ふ
て
へ
だ
て
な

し
。 

○
実
際
人
を
最
も
煩
す
る
も
の
は
、
取
越
苦
労
で
あ
る
。
物
質
的
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
精
神
的
の
も
の
も
あ
る
。 
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第
七
章 

 1
～
5
［
全
文
］ 

○
人
を
責
む
る
こ
と
軽
く
、
己
れ
を
責
む
る
こ
と
重
く
、
己
れ
の
欠
点
は
塵
も
梁
木
の
大
に
見
、
人
の
過
去
は
梁
木
の
大
な
る
も
、
埃
の
小
に

見
る
べ
き
で
あ
る
。 

○
悪
に
敵
す
る
勿
れ
。 

○
嘲
む
る
者
を
い
ま
し
む
る
は
、
耻は

じ

を
己
れ
に
得
、
悪
し
き
人
を
責
む
る
者
は
、
疵
を
己
れ
に
得
ん
。 

嘲
る
者
を
責
る
こ
と
勿
れ
。
恐
く
は
、
彼
れ
汝
を
惡に

く

ま
ん
。
知
恵
あ
る
者
を
せ
め
よ
。
彼
れ
汝
を
愛
せ
ん
（
箴
七
8
）。 

愚
な
る
者
の
耳
に
語
る
こ
と
勿
れ
。
彼
れ
汝
が
言
の
示
す
悟
り
を
い
や
し
め
ん
（
箴
二
三
9
）。 

3
［
全
文
］ 

○
前
章
二
二
の
意
。
己
れ
の
目
悪
し
く
し
て
、
何
ぞ
人
に
目
を
明
か
に
せ
よ
と
云
ふ
か
。 

○
身
の
光
は
目
也
。 

7
～
14
［
全
文
］
○
恵
み
と
祈
り
は
、
井
の
つ
る
べ
の
上
下
の
如
く
。
祈
り
上
れ
ば
恵
み
は
下
り
来
る
。
汝
、
先
ず
神
の
國
と
其
正
し
き
と
を
求

め
よ
。
さ
ら
ば
（
以
下
、
欠
） 

12
［
全
文
］
○
こ
の
故
に
人
は
神
の
助
け
を
祈
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
故
に
、
人
に
善
を
行
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
神
は
か
く
愛
也
。
故
に
汝
の
父
の
完

全
が
如
く
、
汝
ら
も
完
全
す
べ
し
。 

 



マタイ傳福音書（大正版） 

27 

馬
太
傳
福
音
書 

 

大
正
版
（
改
訳
） 

  

第
一
章 

 1
［
ア
ブ
ラ
ハ
ム
］
○
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
紀
元
前
二
千
年
の
人 

21
［
全
文
］
○
イ
エ
ス
と
は
エ
ホ
バ
の
神
よ
り
出
づ
る
救
と
云
ふ
意
な
り
。
ヘ
ブ
ル
語
に
て
は
ヨ
シ
ュ
ア
。
希
臘

ギ
リ
シ
ャ

語
に
て
は
イ
エ
ス
と
云
ふ
。 

23
［
全
文
］
○
賽イ

ザ

七
14 

  
［
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
］
○
ヘ
ブ
ル
語 
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第
二
章 

 1
［
ヘ
ロ
デ
王
］
○
ヘ
ロ
デ
王
の
父
は
エ
ド
ム
人
に
て
、
ア
ン
テ
パ
ネ
ル
と
云
ふ
。
ヘ
ロ
デ
は
狡
猾
に
し
て
、
ロ
ー
マ
の
貴
顕
に
へ
つ
ら
ひ
、
ユ
ダ

ヤ
の
内
乱
に
乗
じ
て
ロ
ー
マ
王
の
命
に
よ
り
、
ユ
ダ
ヤ
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
紀
元
前
三
十
七
年
よ
り
四
年
に
至
る
ま
で
ユ
ダ
ヤ
を
支
配
せ
り
。
ヘ

ロ
デ
大
王
と
云
ふ
は
之
な
り
。 

  
［
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
］
○
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
南
方
二
里
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
と
ナ
ザ
レ
と
は
約
三
十
里
距

へ
だ
た

れ
り
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
は
ダ
ビ
デ
王

の
生
ま
れ
た
る
先
祖
の
故
郷
な
れ
ば
、
戸
籍
に
つ
か
ん
と
て
帰
れ
る
な
り
。 

  
［
博
士
た
ち
］
○
三
人
な
り
と
云
ふ
。
博
士
の
来
る
處
バ
ビ
ロ
ン
な
ら
ば
、
二
百
里
以
上
。
博
士
は
占
星
者
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ャ
方
面
、
其
当
時

占
星
術
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
。 

6
［
全
文
］
○
イ
エ
ス
は
実
に
神
よ
り
つ
か
は
さ
れ
た
る
王
な
り
。
霊
魂
を
支
配
し
給
ふ
永
遠
の
王
な
り
（
米ミ

カ

五
2
）。
紀
元
前
凡
そ
九
百
年
、
ダ

ビ
デ
王
は
凡
一
千
年
前
。 

11
［
全
文
］
○
貴
人
に
見
ゆ
る
時
、
礼
物
を
捧
ぐ
る
は
東
方
諸
国
の
習
慣
で
あ
っ
た
。 

15
［
全
文
］ 

○
ホ
ゼ
ヤ

ホ

セ

ア

一
一
1
、
前
凡

お
よ
そ

七
百
年
の
人
。 

○
ヘ
ロ
デ
王
の
死
に
た
る
は
、
多
分
其
翌
年
な
り
し
な
ら
ん
。 

16
［
全
文
］
○
ベ
テ
レ
ヘ
ム
の
人
口
は
、
当
時
約
四
千
人
な
り
し
と
云
ふ
。 

18
［
全
文
］
○
ラ
マ
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
北
約
二
里
。
此
預
言
は
、
直
接
に
は
エ
レ
ミ
ヤ
の
時
の
事
に
て
、
バ
ビ
ロ
ン
の
兵
の
為
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
幼
子
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ま
で
奪
ひ
去
ら
れ
た
り
と
な
り
（
耶エ

レ

三
一
15
）。（
エ
レ
ミ
ヤ
、
紀
元
前
凡
六
百
年
の
人
） 

  
［
ラ
ケ
ル
］
○
ラ
ケ
ル
は
紀
元
前
約
二
千
年
、
ヤ
コ
ブ
の
妻
に
て
ベ
テ
レ
ヘ
ム
と
エ
ル
サ
レ
ム
と
の
中
間
に
葬
ら
れ
た
り
。（
創
三
五
19
）
故
に

此
処
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
婦
人
と
云
ふ
意
な
り
。 

23
［
全
文
］
○
ル
カ
一
26
に
よ
れ
ば
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
は
始
め
よ
り
ナ
ザ
レ
に
住
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
は
ア
ケ
ラ
オ
支
配
し
、
ガ
リ

ラ
ヤ
は
兄
弟
ア
ン
テ
パ
ス
之
を
支
配
。 
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第
三
章 

 7
～
12
［
全
文
］
○
パ
リ
サ
イ
人
、
サ
ド
カ
イ
人
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
正
統
の
ユ
ダ
ヤ
人
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
に
て
神
の
國
に
入
り
う
る
と
思
っ
て

居
た
。
さ
れ
ど
神
は
無
價
値
な
る
、
無
資
格
な
る
異
邦
人
、
罪
あ
る
人
、
取
税
人
を
も
化
し
て
、
よ
く
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
と
な
し
給
ふ
。 

9
［
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
］
○
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
と
は
、
信
仰
に
於
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
傚な

ら

ふ
者
で
は
な
い
か
。
肉
に
於
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
孫
た
る
も

何
の
値
あ
ら
ん
。 
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第
四
章 

 1
［
全
文
］
○
能
力
が
加
は
り
て
後
に
試
み
、
イ
エ
ス
の
生
涯
に
最
も
重
大
な
出
来
事
の
一
つ
、
ミ
ル
ト
ン
の
楽
園
の
回
復
は
之
を
う
た
っ
た
も
の

で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
は
荒
野
と
離
れ
ぬ
。
モ
ー
セ
、
エ
リ
ヤ
、
ア
モ
ス
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
、
ポ
ウ
ロ
皆
そ
う
で
あ
る
。
荒
野

は
偉
人
の
鍛
錬
所
で
あ
っ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
東
南
十
五
、
六
里
、
急
傾
斜
を
な
し
て
、
死
海
に
下
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ユ
ダ
の
荒
野
で
あ
る
。

修
道
院
で
あ
る
。
孤
獨
寂
寞
を
感
ず
る
。
父
母
も
兄
弟
も
友
人
も
居
な
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
で
あ
る
。 

2
［
全
文
］
○
モ
ー
セ
は
四
十
日
四
十
夜
シ
ナ
イ
の
山
に
居
た
。
試
み
は
人
に
よ
っ
て
、
又
境
遇
に
よ
っ
て
ち
が
ふ
。
イ
エ
ス
は
我
が
愛
子
な
り
と

の
御
言
を
受
け
た
。 

3
～
11
［
全
文
］
○
悪
魔
は
之
を
疑
は
し
め
ん
と
す
。
若
し
神
の
子
な
ら
ば
と
。
人
に
肉
の
食
物
あ
り
、
霊
の
食
物
あ
り
。
又
神
の
命
令
な
き
に

石
を
パ
ン
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
イ
エ
ス
は
す
べ
て
を
神
に
ま
か
せ
て
居
ら
れ
た
。
神
は
パ
ン
を
ふ
ら
せ
給
ふ
か
。
御
使
に
よ
っ
て
送
り
給
ふ
か
。

イ
エ
ス
は
従
順
の
子
供
の
如
く
、
神
の
与
へ
給
ふ
を
待
っ
て
居
た
。
イ
エ
ス
は
石
を
パ
ン
と
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
し
か
し
、
神
の
さ
し
ず
な

く
て
は
何
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
殊
に
食
ふ
べ
か
ら
ざ
る
パ
ン
を
食
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
第
一
、
イ
エ
ス
は
こ
れ
我
愛
子
、
わ
が
悦
ぶ
者
な
り
の

御
声
で
充
分
満
足
。
第
二
は
、
神
を
疑
ひ
、
父
の
愛
を
試
み
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
を
し
て
、
父
の
愛
を
疑
っ
て
、
証
拠
を
奇
跡

に
求
め
し
む
。
こ
れ
父
の
尊
厳
を
け
が
す
も
の
で
あ
る
。
三
位
一
体
の
関
係
を
破
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
、
目
的
の
為
に
手
段
は
問
ふ
所
に
あ

ら
ず
。
我
を
利
用
せ
よ
、
然
ら
ば
労
少
く
し
て
功
倍
せ
ん
。
イ
エ
ス
は
、
神
の
國
の
建
設
に
悪
魔
の
助
け
は
寸
毫
も
か
り
る
こ
と
を
要
せ
ず
と
。

ア
ダ
ム
は
サ
タ
ン
に
負
け
た
。
イ
エ
ス
は
サ
タ
ン
に
勝
ち
給
ふ
た
。
サ
タ
ン
の
目
的
は
、
イ
エ
ス
を
神
よ
り
ひ
き
は
な
し
、
神
の
イ
エ
ス
を
世

に
く
だ
し
給
へ
る
目
的
を
、
失
敗
に
帰
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
、
此
時
悪
魔
に
負
け
た
な
ら
ば
、
人
類
の
救
ひ
は
世
に
来
ら
な
か
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っ
た
の
で
あ
る
。
神
我
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
直す

ぐ

に
此
雪
を
消
し
給
へ
、
此
病
気
を
直
に
い
や
し
給
へ
、
我
に
巨
万
の
富
を
与
へ
給
へ
な
ど
、
神

を
疑
ひ
、
試
む
る
こ
と
は
不
可
な
り
。 

○
悪
魔
は
、
始
め
イ
エ
ス
の
能
力
を
試
さ
し
め
ん
と
し
た
。
次
に
父
の
愛
を
試
さ
し
め
ん
と
し
た
。
イ
エ
ス
の
事
業
の
完
成
は
甚
だ
迂
遠
の
や

う
で
あ
っ
た
。
悪
魔
と
妥
協
す
れ
ば
近
道
の
や
う
に
見
え
た
。
キ
リ
ス
ト
の
途
は
悪
魔
の
途
と
は
ち
が
っ
た
。 

4
［
全
文
］
○
申
八
3 

6
［
全
文
］
○
悪
魔
は
常
に
甘
言
を
以
て
人
を
あ
ざ
む
く
。
生
活
問
題
も
霊
魂
問
題
と
離
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
収
賄
事
件
は
皆
そ
う
で
あ
る
。 

7
［
全
文
］
○
申
六
16 
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第
五
章 

 1
［
山
］
○
山
は
口
碑
に
よ
れ
ば
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
西
に
あ
る
ハ
ッ
テ
ン
山
と
云
ふ
岳
な
ら
ん
と
云
ふ
。
カ
ペ
ナ
ウ
ン
を
距
る
西
南
二
里
半
。
後
世

十
字
軍
最
後
の
戰
は
此
辺
な
り
し
と
云
ふ
。 

3
～
12
［
全
文
］
○
天
國
の
福
音
。
俗
人
の
幸
福
は
主
と
し
て
外
形
。
福
音
の
云
ふ
所
は
主
と
し
て
内
的
。
幸
福
な
る
か
な
と
云
ひ
て
も
、
其
人

が
自
ら
幸
福
を
感
ず
る
と
云
ふ
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
は
、
神
の
子
た
る
権
威
を
以
て
、
之
を
祝
福
し
給
ふ
た
の
で
あ
る
。 

暗
唱
す
べ
し
。 

  
［
天
國
］
○
天
國
、
此
世
に
て
は
、
信
仰
に
入
り
て
歓
喜
と
平
和
の
心
を
与
へ
ら
れ
、
未
来
に
於
て
は
、
神
の
國
に
入
り
得
る
も
の
。 

3
［
全
文
］
○
心
に
貧
を
感
じ
、
己
れ
の
罪
に
泣
き
、
義
と
聖
を
実
現
し
得
ざ
る
を
悲
し
み
、
神
の
前
に
頭
を
も
た
げ
得
ざ
る
者
（
路ル

カ

一
八
12
（
13

?
））。 

4
［
全
文
］
○
物
の
不
足
を
悲
し
み
、
位
の
低
き
を
悲
し
む
に
あ
ら
ず
。
己
れ
の
罪
を
悲
し
み
、
世
の
罪
を
悲
し
む
者
。
今
直
に
慰
め
ら
る
る
と
云

ふ
に
あ
ら
ず
、
徐
々
と
し
て
慰
め
ら
れ
る
べ
し
と
云
ふ
な
り
。 

5
［
全
文
］ 

○
地
を
つ
ぐ
は
、
此
世
の
主
人
公
と
な
る
の
で
あ
る
。 

○
人
に
対
し
て
も
、
神
に
対
し
て
も
柔
和
で
あ
る
（
イ
エ
ス
の
柔
和
、
ヨ
ブ
の
柔
和
）。 

6
［
全
文
］
○
利
を
し
た
い
、
名
を
し
た
ふ
で
は
な
い
。
今
日
は
殊
に
少
な
い
暁
天
の
星
が
、
瓦
礫
中
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
、
人
の
前
に
義
人
と
し

て
立
つ
で
は
な
い
。
神
よ
り
義
と
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
即
ち
罪
の
ゆ
る
し
を
願
ふ
の
で
あ
る
。
飽
く
こ
と
を
得
る
は
、
其
一



マタイ傳福音書（大正版） 

34 

半
は
此
世
に
於
て
、
一
半
は
未
来
に
於
て
。 

8
［
全
文
］
○
心
の
清
き
者
の
心
に
神
の
姿
が
う
つ
る
。
心
の
清
き
と
は
、
心
に
い
つ
は
り
な
き
者
で
あ
る
。（
ナ
タ
ナ
ネ
に
）
正
直
者
で
あ
る
。 

9
［
全
文
］
○
人
と
人
と
の
平
和
、
又
神
と
人
と
の
平
和
。 

10
［
全
文
］ 

○
信
仰
に
對
す
る
迫
害
で
あ
る
。
迫
害
は
眞
の
信
仰
の
付
隋
物
で
あ
る
。 

○
ポ
ウ
ロ
曰
く
「
故
に
、
我
等
信
仰
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
神
と
和
ぐ
こ
と
を
得
た
り
」（
羅ロ

マ

五
1
）。
か
く
の
如
き
が
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
る
、
此
理
想
を
以
て
日
々
を
送
る
べ
き
で
あ
る
。 

33
［
全
文
］
○
誓
ふsw

ear

と
誓
願vow

と
は
ち
が
ふ
。
バ
ウvow

は
誓
を
附
し
て
祈
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
強
度
の
祈
り
で
あ
る
と
す
る

の
で
あ
る
（
士
一
一
31
、
母サ

ム

前
一
11
（
10
?
）、
徒
一
八
18
、
二
一
17
（
以
下
））。
ス
ウ
ェ
ヤ
ー sw

ear

は
自
己
以
外
の
物
を
以
て
、
己

れ
の
誠
実
を
証
明
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
地
は
動
か
ず
と
も
、
己
れ
の
決
心
は
動
く
こ
と
も
あ
る
。
信
者
は
決
心
の
動
か
ざ
ら
ん
こ
と
を
祈

り
て
も
、
保
証
は
し
な
い
。
誓
ひ
は
自
己
保
証
で
あ
る
。 
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第
六
章 

 1
［
全
文
］
○
公
に
す
べ
き
も
の
は
信
仰
、
ひ
そ
か
に
行
ふ
べ
き
は
善
行
で
あ
る
。 

4
［
全
文
］
○
慈
善
を
な
し
て
も
、
端
か
ら
忘
れ
て
し
ま
ふ
人
は
、
眞
の
慈
善
家
で
あ
る
。 

9
［
全
文
］
○
信
者
の
祈
り
。 

12
［
全
文
］ 

○
太マ

タ

一
八
23
参
照 

○
我
等
心
の
う
ち
に
憎
悪
の
念
を
抱
く
時
は
、
其
祈
禱
は
聞
か
れ
る
に
は
余
り
不
純
と
な
る
。 

19
～
21
［
全
文
］
○
十
九
以
下
は
十
一
の
解
釈
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
財
と
は
ひ
と
り
金
銭
を
人
に
施
す
こ
と
で
は
な
い
。
神
の
為
に
天
國
の

為
に
働
く
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
。 

22
［
全
文
］
○
目
は
外
の
人
の
光
で
あ
る
。
霊
魂
は
内
の
人
の
光
で
あ
る
。 

24
［
全
文
］ 

○
人
は
金
第
一
と
思
ふ
か
、
神
第
一
と
思
ふ
か
に
其
人
生
観
は
定
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
金
を
愛
す
る
は
諸
悪
し
き
こ
と
の
根
な
り
。
或
人
々

之
を
慕
ひ
て
、
信
仰
よ
り
迷
ひ
、
さ
ま
ざ
ま
の
痛
み
を
以
て
、
自
ら
己
れ
を
刺
し
通
せ
り
（
提テ

モ

前
六
10
）。 

○
欲
深
き
人
の
心
と
降
る
雪
は
、
積
も
る
に
つ
れ
て
道
を
忘
る
。
金
銭
も
神
よ
り
の
預
り
物
と
思
ひ
、
善
き
こ
と
の
た
め
に
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

33
［
全
文
］
○
然
り
、
何
事
を
な
す
の
も
、
神
第
一
に
働
く
べ
き
で
あ
る
。
御
名
の
崇
め
ら
れ
ん
こ
と
と
務
む
べ
き
で
あ
る
。 
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第
七
章 

 
○
七
章
を
約
す
れ
ば
、
人
は
如
何
に
し
て
天
國
に
入
り
得
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
第
一
、
霊
の
目
を
開
く
こ
と
。
第
二
、
神
の
為
に
働
く

べ
き
こ
と
。
第
三
、
永
生
を
求
め
よ
、
即
ち
天
國
に
入
る
こ
と
を
求
め
よ
。
第
四
、
天
國
の
門
は
小
さ
い
。
第
五
、
世
に
は
天
國
に
入
る
に
、

大
な
る
門
よ
り
入
れ
ん
と
す
る
預
言
者
あ
り
。
こ
れ
は
偽
者
な
り
。
第
六
、
聖
書
を
学
び
、
神
の
誡
を
実
行
せ
よ
。 

 1
［
全
文
］
○
單
に
批
評
す
る
勿
れ
と
の
意
味
で
は
な
い
。
自
ら
神
の
座
に
上
り
て
、
人
を
罪
に
定
む
る
な
と
の
意
で
あ
る
。
神
の
権
能
を
侵
し
て

は
な
ら
ぬ
。
而
も
パ
リ
サ
イ
人
の
な
し
た
所
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
彼
等
の
審
く
所
と
な
り
給
ふ
た
。
今
日
ア
メ
リ
カ
に
行
は
る
る
私
刑
も
そ
う

で
あ
る
（
羅ロ

マ

一
四
4
、
雅ヤ

コ

四
12
）。
人
は
己
の
目
よ
り
梁
木
を
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
神
よ
り
取
っ
て
頂
く
の
で
あ
る
。
即
ち
罪
許
さ
れ
、

霊
の
目
が
明
か
に
見
ゆ
る
よ
う
に
な
り
て
初
め
て
、
正
当
に
罪
を
裁
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
止
む
を
得
ざ
る
限
り
、
批
評
は
愼

む
べ
き
で
あ
る
。
他
人
を
批
評
す
る
よ
り
も
、
先
づ
己
を
省
る
べ
き
で
あ
る
。
批
評
す
る
に
当
り
て
は
、
な
る
べ
く
寛
大
な
る
べ
き
で
あ
る
。

先
づ
悔
改
め
（
己
れ
の
罪
を
認
め
て
）
神
を
信
ず
べ
き
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
る
ま
ま
の
人
は
、
色
盲
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
其
判
断
は
正
確
で

は
な
い
。
人
の
審
き
は
誤
り
易
い
。 

  
［
審
か
れ
］
○
主
と
し
て
神
に
審
か
れ
（
太マ

タ

六
14
）。 

1
～
5
［
全
文
］ 

○
審
く
は
、
誰
は
善
人
な
り
、
悪
人
な
り
と
断
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

○
哲
学
は
知
能
の
審
き
。
宗
教
は
心
の
審
き
で
あ
る
。
眞
に
審
き
し
者
は
神
で
あ
る
。
神
の
前
に
て
全
て
裸
に
て
現
れ
る
。 
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2
［
己
も
裁
か
れ
］
○
己
も
神
と
人
と
に
さ
ば
か
れ 

5
［
全
文
］
○
人
す
で
に
其
目
よ
り
梁
木
を
除
か
れ
た
ら
ば
、
始
め
て
人
の
目
の
塵
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
其
為
に
働
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ど
其

道
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
深
き
注
意
と
祈
り
と
を
要
す
る
。 

5
～
6
［
全
文
］
○
我
等
、
人
の
審

さ
ば
き

は
（
□
）
そ
る
る
に
足
ら
ず
、
思
ふ
べ
き
は
神
の
審
な
り
。 

  
［
偽
善
者
］
○
偽
善
者
と
は
、
他
人
の
罪
の
み
見
て
、
己
れ
の
罪
を
見
ざ
る
人
。 

7
～
14
［
全
文
］ 

○
何
事
を
な
す
に
も
祈
禱
し
、
人
の
力
に
及
ば
ぬ
こ
と
は
神
に
求
め
よ
。
聞
か
れ
ぬ
と
て
失
望
せ
ず
、
熱
心
に
求
め
よ
。 

○
伝
道
も
神
の
御
旨

み
む
ね

を
先
に
す
べ
き
で
あ
る
。
軽
率
に
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
殊
に
福
音
を
重
ん
ず
べ
し
。
軽
々
し
く
之
を
汚
す
べ
か
ら
ず
。 

○
何
事
も
神
に
頼
れ
。 

○
特
に
天
國
に
入
り
得
る
よ
う
其
門
を
叩
け
。 

  
［
求
め
よ
］
○
恵
み
を
求
め
よ 

  
［
尋
ね
よ
］
○
神
を
尋
ね
よ 

  
［
門
を
］
○
天
國
の
門
を 

11
［
善
き
物
を
賜
は
ざ
ら
ん
や
］
○
最
も
善
き
賜
物
は
聖
靈
な
り
。 

12
［
全
文
］
○
「
然
ら
ば
」
は
、
神
は
善
き
物
を
人
に
与
へ
給
ふ
。
故
に
汝
等
は
人
に
対
し
て
善
行
を
な
せ
。
之
れ
神
の
恵
み
に
答
へ
ま
つ
る
所
以

な
り
。 

  
［
人
に
為
ら
れ
ん
］
○
愛 
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［
人
に
も
亦
そ
の
如
く
せ
よ
］ 

○
愛 

○
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ー
ン 

13
［
全
文
］ 

○
汝
等
、
数
の
少
な
き
を
恐
る
る
勿
れ
。
先
づ
悔
改
め
の
門
、
信
仰
の
門
、
十
字
架
の
門
を
く
ぐ
ら
ざ
る
者
は
、
天
國
に
入
る
こ
と
能
は
ず
。

○
眞
面
目
な
る
人
は

毎
つ
ね
づ
ね

に
少
数
な
り
。
多
数
決
の
誤
り
。
バ
ラ
バ
と
キ
リ
ス
ト
。
藪
医
者
の
玄
関
、
罠
や
網
の
入
口
は
広
い
。 

14
［
生
命
に
い
た
る
門
］
○
十
字
架 

15
［
全
文
］
○
世
に
教
師
多
し
、
教
へ
多
し
。 

21
［
全
文
］
○
或
人
モ
ハ
メ
ッ
ト
に
問
ふ
。
神
の
最
も
好
み
給
ふ
も
の
は
何
か
。
曰
く
、
悔
改
た
る
罪
人
。
最
も
嫌
ひ
た
る
者
は
何
か
。
曰
く
、
背

教
者
。 
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